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は
じ
め
に

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
赤
松
克
麿
は
社
会
運
動
家
の
な
か
で
労
働
者
解
放
と

国
際
連
帯
の
主
張
か
ら
日
本
主
義
的
国
民
主
義
へ
と
政
治
的
立
場
を
変
え
た

人
物
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
特
に
そ
の
生
い
立
ち
と
第
三
高
等
学
校
時
代

を
中
心
に
、
父
母
か
ら
の
影
響
や
弁
論
部
活
動
を
通
し
て
政
治
志
向
を
強
め

て
い
く
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　

父
母
の
影
響

　

赤
松
克
麿
は
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
一
二
月
四
日
、
浄
土
真
宗
僧

侶
の
赤
松
照
幢
と
安
子
の
四
男
と
し
て
風
光
明
媚
な
瀬
戸
内
海
を
臨
む
山
口

県
徳
山
に
生
ま
れ
た
。
時
あ
た
か
も
朝
鮮
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
清

国
が
干
戈
を
交
え
て
い
る
真
っ
只
中
で
あ
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
ま
さ
に
日
本

が
植
民
地
帝
国
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
ん
と
す
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。

父
照
幢
は
歌
人
与
謝
野
鉄
幹
（
寛
）
の
兄
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
六
（
明
治

一
九
）
年
に
婿
養
子
と
し
て
赤
松
家
に
入
り
、
徳
山
に
あ
る
徳
応
寺
の
住
職

の
地
位
を
受
け
継
い
だ
。
母
安
子
の
父
は
、
徳
応
寺
を
照
幢
に
譲
っ
た
後
、

京
都
に
出
て
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
山
で
あ
る
西
本
願
寺
の
高
僧
と
な
っ

た
赤
松
連
城
（
大
学
林
綜
理
、
執
行
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
）
で
あ
る
。
赤

松
に
は
ほ
か
に
六
人
の
兄
弟
が
い
た
が
、
い
ず
れ
も
哲
学
者
、
医
学
者
、
洋

画
家
、
社
会
運
動
家
の
道
に
進
む
な
ど
高
い
学
識
を
備
え
た
教
養
人
で
あ
っ

た*1

。

　

赤
松
の
家
庭
に
は
、
寺
を
営
む
家
な
ら
で
は
の
「
宗
教
的
厳
格
さ
」
の
漂

う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
だ
が
、そ
ん
な
な
か
に
あ
っ
て
少
年
期
の
赤
松
は「
腕

白
の
仕
放
題
を
や
り
通
す
」
奔
放
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は

名
家
の
出
で
あ
る
と
い
う
「
門
地
的
境
遇
」
へ
の
プ
ラ
イ
ド
と
「
秀
才
と
し

て
の
自
意
識
」
を
併
せ
も
っ
た
「
頗
る
意
気
の
驕
っ
た
少
年
」
で
あ
っ
た*2

。

そ
の
よ
う
な
優
越
感
に
根
差
し
た
「
驕
慢
」
さ
を
も
つ
赤
松
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
彼
を
感
化
し
た
も
の
は
父
照
幢
と
母
安
子
の
生
き
ざ
ま
だ
っ
た
。
宗
教

家
に
し
て
社
会
事
業
家
で
も
あ
っ
た
両
親
は
、
社
会
で
虐
げ
ら
れ
た
人
々
を

慈
し
み
、
困
窮
し
た
弱
者
の
救
済
活
動
に
献
身
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に

反
骨
の
慈
善
家
と
し
て
生
涯
を
全
う
し
た
照
幢
は
、
赤
松
の
人
生
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
存
在
で
あ
っ
た
。

　

義
父
連
城
か
ら
徳
応
寺
を
引
き
継
い
だ
照
幢
は
、
連
城
が
「
元
老
株
」
と

赤
松
克
麿
に
お
け
る
政
治
志
向
の
芽
生
え

福
　
島
　
良
　
一
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し
て
君
臨
す
る
西
本
願
寺
の
特
権
的
な
「
羅
馬
法
王
的
貴
族
制
度
」
に
反
発

し
、
本
願
寺
（
＝
浄
土
真
宗
）
そ
の
も
の
へ
の
失
望
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
原
因
し
て
彼
は
連
城
と
疎
遠
な
関
係
に
な
っ
て
い
っ
た
。

照
幢
は
僧
侶
と
い
う
立
場
に
あ
り
つ
つ
も
、
人
間
の
良
心
と
キ
リ
ス
ト
教
的

な
愛
を
謳
っ
た
ト
ル
ス
ト
イ
に
私
淑
し
、
妻
安
子
と
と
も
に
そ
の
「
宗
教
的

情
熱
」
を
民
衆
の
啓
蒙
教
育
や
生
活
改
善
、
そ
し
て
部
落
改
善
運
動
な
ど
の

社
会
事
業
活
動
に
傾
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
貫
か
れ
た
生
活
態
度
は

「
社
会
改
良
」
を
志
向
す
る
「
宗
教
的
人
道
主
義
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
夫
妻
は
白
蓮
女
学
校
（
後
の
徳
山
女
学
校
）
や
幼
稚
園
な
ど
を

設
立
・
経
営
す
る
傍
ら
、
赤
松
家
に
寄
寓
す
る
免
囚
、
囚
人
の
子
供
、
不
良

少
年
な
ど
の
世
話
を
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
二
月
二
日

に
安
子
が
他
界
す
る
や
、
照
幢
は
救
済
活
動
に
一
層
没
頭
し
、
晩
年
に
は
周

囲
か
ら
の
「
俗
人
的
非
難
」
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
自
ら
部
落
に
移
り
住
み
、

一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
八
月
二
四
日
に
急
死
す
る
ま
で
そ
こ
に
住
む
人
々

と
生
活
を
と
も
に
し
た
の
で
あ
っ
た*3

。

　

こ
う
し
た
父
母
の
反
骨
精
神
と
虐
げ
ら
れ
た
人
々
に
注
が
れ
る
慈
愛
の
心

を
幼
少
の
頃
よ
り
日
常
の
な
か
で
身
近
に
感
得
で
き
た
こ
と
は
、
赤
松
に

と
っ
て
権
威
や
権
力
に
対
す
る
反
抗
心
を
醸
成
さ
せ
、
ま
た
社
会
的
な
弱
者

へ
の
共
感
の
心
を
育
む
う
え
で
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
ま
た
後
に
彼
が
無
産
階
級
運
動
へ
の
道
を
志
す
に
あ
た
っ
て
の
道
標

と
も
な
っ
て
い
っ
た*4

。
赤
松
は
回
想
す
る
。

「
斯
く
の
如
き
生
活
環
境
は
、
一
面
に
於
て
極
め
て
快
活
な
順
境
な
わ

た
く
し
の
心
理
に
、
一
脈
の
暗
い
シ
ヨ
ツ
ク
を
与
へ
な
い
で
は
置
か
な

か
つ
た
。
特
権
階
級
を
白
眼
視
す
る
態
度
、
虐
げ
ら
れ
た
民
衆
の
善
き

友
と
な
る
こ
と
、
父
母
の
人
生
観
は
い
つ
と
は
な
く
私
達
に
遺
伝
し
て

し
ま
つ
た
。
私
は
七
人
兄
弟
の
四
番
目
で
あ
る
が
、
父
母
の
人
生
観
や

社
会
観
を
、
最
も
強
く
受
け
つ
い
だ
の
は
私
で
あ
つ
た
。
…
…
私
が
社

会
運
動
者
と
な
つ
た
こ
と
は
、
一
個
の
必
然
と
も
云
ひ
得
る*5

。」

　

父
照
幢
も
、
や
が
て
社
会
運
動
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
赤

松
の
「
良
き
理
解
者
で
あ
り
同
情
者
で
あ
」
り
つ
づ
け
た*6

。
後
年
、
照
幢
が

亡
く
な
る
年
の
一
月
に
徳
山
に
帰
省
し
た
折
、
当
時
大
日
本
労
働
総
同
盟
友

愛
会
に
属
し
て
い
た
彼
は
父
か
ら
こ
う
言
い
残
さ
れ
た
と
い
う
。「
俺
が
亡

く
な
つ
て
も
決
し
て
葬
式
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
た
墓
標
な
ど
も
立
つ
る
に

及
ば
ぬ
、
唯
願
ふ
所
は
、
お
前
等
の
力
で
不
合
理
な
現
在
の
社
会
を
改
造
し

て
万
人
共
存
の
新
社
会
を
建
設
す
る
様
に
努
力
し
て
く
れ
」
る
こ
と
だ*7

、
と
。

赤
松
の
社
会
運
動
入
り
を「
痛
心
し
た*8

」祖
父
連
城
と
は
実
に
対
照
的
で
あ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
父
母
の
「
人
生
観
」
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
反
骨
精
神
を
培
っ

た
赤
松
は
、
中
学
時
代
に
退
学
騒
動
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
騒
動
は

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
一
月
、
彼
が
徳
山
中
学
四
年
生
の
時
、
自
治

権
を
渡
せ
と
要
求
す
る
生
徒
と
学
校
当
局
と
の
間
で
衝
突
が
起
こ
り
、
同
盟

休
校
の
先
頭
に
立
っ
た
赤
松
が
退
校
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る*9

。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
彼
の
振
る
舞
い
は
、
権
威
や
権
力
に
抵
抗
す
る
気
概
の

強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
退
学
後
、
元
来
秀
才
肌
で
あ
っ

た
赤
松
は
半
年
ほ
ど
の
独
学
を
も
っ
て
中
等
学
校
検
定
試
験
に
合
格
し
、
そ

の
後
京
都
の
第
三
高
等
学
校
第
一
部
甲
類
（
英
法
科
）
を
受
験
、
一
九
一
二

（
大
正
元
）
年
九
月
皮
肉
に
も
「
同
窓
生
よ
り
一
年
早
く
、
云
わ
ば
二
段
跳

び
で
上
級
学
校
に
進
学
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
赤
松
の
三
高
合
格
は
、
彼

を
退
学
せ
し
め
た
徳
山
中
学
校
に
対
す
る
町
の
評
判
を
悪
化
さ
せ
た
。
こ
う

し
た
な
か
で
、
徳
山
の
地
元
新
聞
に
「
硬
骨
野
人
の
匿
名
で
学
校
攻
撃
の
辛
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辣
な
投
書
が
載
せ
ら
れ
」
る
。
こ
の
投
書
の
主
は
赤
松
で
あ
っ
た
が
、
徳
山

中
学
で
彼
と
「
形
影
相
伴
う
仲
」
だ
っ
た
荘
原
達
（
一
九
二
二
年
に
創
立
さ

れ
た
日
本
農
民
組
合
に
参
加
）
た
ち
が
、
そ
の
投
書
欄
を
切
り
取
っ
て
学
校

の
講
堂
に
貼
り
つ
け
学
校
当
局
の
責
任
を
追
及
し
た
。
彼
ら
の
「
智
能
犯
的

遣
り
口
」
に
よ
り
、
結
果
、
校
長
お
よ
び
悪
評
あ
る
教
師
が
学
校
を
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う*10

。
赤
松
ら
の
策
士
的
素
質
を
窺
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
ろ
う
。

二　

三
高
進
学
と
政
治
志
向

　

三
高
入
学
の
た
め
、
赤
松
は
故
郷
の
徳
山
を
離
れ
京
都
に
赴
い
た
。
京
都

に
は
祖
父
連
城
と
祖
母
千
代
野
が
居
住
し
て
い
た
も
の
の
、
訪
れ
る
こ
と
は

め
っ
た
に
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
彼
は
そ
れ
ま
で
祖
父
母
と
生
活
を
と
も
に

し
た
こ
と
は
な
く
、
会
う
こ
と
も
稀
で
あ
っ
た
。
特
に
連
城
が
「
家
族
的
親

し
み
を
与
へ
る
性
格
で
は
な
か
つ
た*11

」
こ
と
も
あ
り
、
祖
父
母
の
家
に
身
を

寄
せ
る
ほ
ど
の
親
近
感
が
湧
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
敬

愛
す
る
父
照
幢
が
連
城
と
疎
遠
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
た

で
あ
ろ
う
。
親
元
を
離
れ
た
赤
松
に
と
っ
て
、
新
た
な
生
活
を
送
る
京
都
は

誰
に
気
兼
ね
す
る
必
要
の
な
い
空
間
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
自
由
」
な
校
風

を
伝
統
と
す
る
三
高
は
、「
腕
白
」
な
彼
が
学
校
生
活
を
謳
歌
す
る
に
申
し
分

の
な
い
環
境
に
あ
っ
た
。

　

反
骨
精
神
に
満
ち
た
赤
松
は
入
学
後
、
弁
論
部
に
入
部
す
る
。
当
時
の
学

生
弁
論
部
は
、
そ
の
多
く
が
学
生
の
政
治
的
意
見
の
発
表
の
場
と
な
っ
て
お

り
、
な
か
で
も
三
高
弁
論
部
の
活
動
は
ひ
と
き
わ
活
発
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る*12

。
そ
う
し
た
政
治
に
敏
感
な
弁
論
部
の
部
員
と
な
っ
た
彼
が
活
動
を
始
め

て
ほ
ど
な
く
、
弁
論
部
の
政
治
熱
を
沸
騰
さ
せ
る
政
治
状
況
が
現
出
す
る
。

す
な
わ
ち
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
の
末
か
ら
翌
年
の
初
頭
に
か
け
て
展

開
さ
れ
た
第
一
次
憲
政
擁
護
運
動
の
発
生
で
あ
る
。
時
代
は
ま
さ
に
民
衆
が

政
治
の
表
舞
台
に
登
場
せ
ん
と
す
る
時
節
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

運
動
の
発
端
は
、
周
知
の
よ
う
に
陸
軍
二
個
師
団
増
設
問
題
で
あ
っ
た
。

当
時
、
財
政
難
に
直
面
し
て
い
た
第
二
次
西
園
寺
公
望
内
閣
は
行
財
政
整
理

の
必
要
か
ら
閣
議
で
増
師
反
対
の
方
針
を
と
り
、
た
め
に
増
師
を
主
張
す
る

上
原
勇
作
陸
相
が
一
二
月
二
日
に
天
皇
へ
帷
握
上
奏
を
行
っ
て
辞
表
を
提
出
、

陸
軍
は
後
任
陸
相
を
推
薦
せ
ず
五
日
西
園
寺
は
総
辞
職
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
衆
議
院
第
一
党
の
政
友
会
を
与
党
と
す
る
西
園
寺
内
閣
が
、
い
わ

ゆ
る
「
陸
軍
の
ス
ト
ラ
イ
キ
」
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
こ
と
は
、「
陸
軍
横
暴
」

の
世
論
を
喚
起
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
四
日
の
元
老
会
議
に
お

い
て
後
継
首
相
に
内
大
臣
桂
太
郎
が
内
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、「
宮
中
府
中
の

別
を
乱
す
」
と
の
非
難
が
巻
き
起
こ
る
（
同
日
、
政
友
会
の
尾
崎
行
雄
や
国

民
党
の
犬
養
毅
が
中
心
と
な
り
憲
政
擁
護
会
が
組
織
）。
世
上
に
不
穏
な
空

気
が
流
れ
る
な
か
、
一
七
日
勅
語
を
も
っ
て
桂
の
首
相
就
任
が
決
定
さ
れ
、

次
い
で
二
一
日
に
は
留
任
を
渋
る
斎
藤
実
海
相
に
も
勅
語
が
出
さ
れ
て
第
三

次
桂
内
閣
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
天
皇
を
政
争
に
巻
き
込
ん

だ
形
で
発
足
し
た
桂
内
閣
に
対
し
て
、
政
党
や
言
論
界
、
民
衆
な
ど
の
間
か

ら
は
激
し
い
非
難
の
声
が
上
が
り
、「
憲
政
擁
護
・
閥
族
打
破
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
旗
印
と
し
た
藩
閥
政
府
排
撃
運
動
が
華
々
し
く
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
桂
は
衆
議
院
で
の
基
盤
を
構
築
す
べ
く
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
一
月
二
〇
日
に
新
党
構
想
を
発
表
、
翌
日
国
民
党
所
属
の
半
数
を
超
え
る

議
員
の
誘
い
込
み
に
成
功
し
た
が
、
政
友
会
の
切
り
崩
し
に
は
失
敗
、
ま
た

三
度
の
議
会
停
会
や
政
友
会
鎮
撫
の
詔
勅
を
通
じ
て
事
態
打
開
を
試
み
た
も

の
の
、
議
会
に
押
し
寄
せ
一
部
暴
徒
化
す
る
群
衆
の
圧
力
を
前
に
、
二
月
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一
一
日
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
大
正
政
変
で
あ
る
。

　

民
衆
の
行
動
に
下
支
え
さ
れ
た
反
政
府
運
動
が
桂
内
閣
打
倒
に
向
け
て
突

き
進
む
と
い
っ
た
政
治
情
勢
は
、
赤
松
が
属
す
る
弁
論
部
の
部
員
た
ち
を
奮

い
立
た
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
彼
は
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
「
さ
う
し

た
時
代
の
空
気
は
敏
感
な
学
生
に
も
反
映
し
て
学
生
の
雄
弁
熱
を
刺
戟
」
す

る
こ
と
に
な
っ
た*13

と
振
り
返
り
、「
我
々
青
年
は
凡
て
自
由
主
義
の
味
方*14

」
と

し
て
憲
政
擁
護
運
動
に
共
鳴
し
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
第
三
高

等
学
校
弁
論
部
部
史
』（
以
下『
部
史
』と
略
す
）も
記
す
。
政
変
前
後
の「
か
ゝ

る
政
治
季
節
の
最
中
に
催
さ
れ
た
る
演
説
会
が
国
家
、
政
治
、
輿
論
に
そ
の

言
論
の
対
象
を
得
た
る
は
蓋
し
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
我
々
は
、
一
月
二

日
の
悠
緊
会
大
会
（
当
時
の
弁
論
部
二
年
生
が
運
営
―
福
島
）、
二
月
十
六

日
の
演
説
部
大
会
（
三
高
の
五
名
を
は
じ
め
京
都
帝
国
大
学
、
同
志
社
大
学
、

佛
教
大
学
、
大
阪
高
等
商
業
学
校
、
八
高
を
含
む
計
一
二
名
の
弁
士
が
登
壇

―
福
島
）
に
そ
の
実
際
を
見
る
の
で
あ
つ
て
、
時
恰
か
も
言
論
高
調
の
と
き
、

何
れ
も
非
常
な
る
盛
況
を
以
て
開
か
れ
て
ゐ
る*15

」
と
。
だ
が
政
変
後
、
政
友

会
と
山
本
権
兵
衛
（
薩
摩
閥
）
と
の
妥
協
に
よ
り
二
月
一
三
日
に
第
一
次
山

本
内
閣
が
成
立
、
政
党
と
藩
閥
の
提
携
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
復
活
す
る
。
こ

れ
に
憤
慨
し
た
弁
論
部
縦
横
会
（
当
時
の
三
年
生
が
組
織
。
麻
生
久
、
棚
橋

小
虎
、
山
名
義
鶴
、
岸
井
寿
郎
な
ど
後
に
労
働
運
動
の
指
導
者
と
な
る
逸
材

が
属
し
て
い
た
）
の
有
志
ら
は
、
憲
政
擁
護
運
動
の
継
続
を
訴
え
る
べ
く
、

運
動
の
指
導
者
で
あ
る
犬
養
（
国
民
党
）、
尾
崎
（
政
友
会
脱
党
後
、
政
友

俱
楽
部
を
経
て
中
正
会
を
組
織
）、
岡
崎
邦
輔
（
政
友
会
）
の
三
名
に
護
憲

の
た
め
の
提
携
を
求
め
る
勧
告
状
を
郵
送
し
、
弁
論
部
内
外
に
呼
び
か
け
て

木
堂
会
や
咢
堂
会
を
組
織
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、山
本
内
閣
成
立
後
も「
憲

政
擁
護
運
動
の
た
め
、
東
奔
西
走
し
て
ゐ
た*16

」
尾
崎
が
咢
堂
会
の
求
め
に
応

じ
、
四
月
一
二
日
に
京
都
の
知
恩
院
に
て
講
演
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

講
演
会
は
「
甘
藷
と
萩
の
餅
を
喰
つ
て
薩
長
閥
族
の
打
倒
を
諷
し
て
、
意
気

軒
昂
な
る
も
の
が
あ
つ
た*17

」
と
い
う
。
ゆ
え
に
、
そ
こ
で
は
藩
閥
官
僚
政
治

批
判
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
擁
護
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
す

る
に
難
く
な
い
。
赤
松
も
こ
の
講
演
会
に
参
加
し
刺
激
を
受
け
て
い
る
。
回

顧
し
て
い
わ
く
、

「
尾
崎
行
雄
氏
が
一
党
を
率
ゐ
て
京
都
で
獅
子
吼
し
た
と
き
、
麻
生
、

山
名
、
岸
井
の
諸
君
と
我
々
は
一
夕
尾
崎
氏
を
囲
ん
で
夜
更
け
る
ま
で

知
恩
院
の
一
室
で
語
り
合
つ
た
こ
と
を
覚
え
て
居
る
。
私
が
将
来
学
校

を
出
て
も
、
官
吏
に
な
る
こ
と
を
や
め
、
民
衆
政
治
家
に
な
つ
て
大
い

に
民
衆
の
た
め
に
尽
さ
う
と
決
意
し
た
の
は
そ
の
頃
で
あ
つ
た*18

。」

　

政
治
家
と
な
っ
て
民
衆
政
治
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
、
そ
れ
は
権
力
へ
の

抵
抗
と
弱
者
救
済
の
使
命
感
に
突
き
動
か
さ
れ
た
赤
松
自
身
の
反
骨
精
神
を

体
現
す
る
こ
と
と
接
続
さ
れ
て
い
く
。
彼
の
政
治
へ
の
関
心
は
深
ま
る
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
弁
論
部
に
お
け
る
一
年
先
輩
で
あ
り
、
兄
義
麿
の
同
級
生
で

も
あ
っ
た
末
川
博
（
民
法
学
者
、
第
二
次
大
戦
後
立
命
館
大
学
総
長
）
は
赤

松
の
政
治
志
向
の
強
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
高
校
時
代
に
は
兄
の
方
よ
り
も
弟
の
克
麿
の
方
が
し
た
し
か
っ
た
。

　
「
お
ー
い
、
末
川
、
ま
だ
起
き
ち
ょ
る
か
」
と
大
声
で
ど
な
っ
て
、

夜
お
そ
く
黒
谷
前
の
彼
（「
彼
」
と
は
末
川
自
身
を
指
す
―
福
島
）
の

下
宿
に
や
っ
て
き
て
、
議
論
し
た
あ
げ
く
、
二
人
で
セ
ン
ベ
イ
ブ
ト
ン

に
く
る
ま
っ
て
ね
た
こ
と
も
あ
る
。
…
…
「
政
治
家
に
な
ろ
う
じ
ゃ
な

い
か
。
政
治
で
な
け
り
ゃ
、
社
会
は
動
か
ん
ぞ
」。
赤
松
克
麿
は
、
と

き
ど
き
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
、
彼
に
政
治
の
方
向
に
出
る
こ
と
を
す

す
め
た
。
…
…
二
人
が
顔
を
合
わ
す
と
、
話
は
と
か
く
政
治
問
題
や
社
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会
改
良
の
問
題
に
及
ん
で
、
は
げ
し
い
口
調
で
書
生
論
を
た
た
か
わ
す

の
が
常
で
あ
っ
た*19

。」

　

さ
て
、
政
治
家
志
望
を
強
め
た
赤
松
が
弁
論
部
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
に

な
る
の
は
二
年
生
に
進
級
し
て
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
折
々
の
思
索
や
記
録
を

書
き
留
め
た
「
自
筆
ノ
ー
ト
」（
三
高
時
代
の
も
の
は
三
年
生
後
半
の

一
九
一
五
年
一
月
―
六
月
分
の
み
）
が
現
在
断
片
的
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
に
三
高
二
年
の
時
期
を
「
精
励
力
行
期
（
大
正
二
年
秋
ヨ
リ
三
年

夏
マ
デ
）」と
特
徴
づ
け
た
文
言
が
あ
る*20

。二
年
生
半
ば
の
冬
休
み
の
頃
に「
歓

楽
的
気
分
を
一
掃
し
て
厳
粛
な
る
意
志
的
生
活
に
入
ら
ん
と
決
心
し
た
」
と

ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
い
る
赤
松
は
、
そ
の
頃
よ
り
勉
学
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
決
意
を
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
弁
論
部
の
活
動
で
も
次
第
に
頭
角
を
現

し
て
き
て
い
た
。
彼
の
演
説
は
「
ド
モ
リ
口
調*21

」
で
あ
っ
た
が
、
三
高
時
代

は
そ
の
発
声
上
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
補
う
か
の
よ
う
に
、
ま
た
生
来
の

「
感
受
性
の
強
い*22

」
激
情
的
な
性
格
も
手
伝
っ
て
、
激
し
い
調
子
で
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
年
後
輩
で
あ
っ
た
平
貞
蔵
（
社
会
思
想
家
、
後
に

昭
和
研
究
会
参
加
）
は
「
弁
論
部
の
闘
将
と
し
て
活
躍
し
」
て
い
た
赤
松
の

演
壇
で
の
様
子
を
回
顧
し
、「
あ
の
早
口
で
熱
情
的
な
演
説
は
今
で
も
眼
の
あ

た
り
に
浮
か
ぶ*23

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

赤
松
の
弁
論
部
で
の
主
な
活
動
は
、『
部
史
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
月
一
八
日
の
新
旧
部
長
送
迎
大
会
で
「
閥

族
論
」
と
題
し
た
藩
閥
政
治
批
判
を
窺
わ
せ
る
演
説*24

。

　

一
一
月
に
弁
論
部
が
「
護
憲
運
動
に
刺
戟
せ
ら
れ
た
青
年
学
生
の
旺
な
る

政
治
熱*25

」
の
発
露
の
場
と
し
て
開
い
た
「
擬
国
会
」
に
て
、「
陸
軍
五
箇
師
団

増
設
案
」
や
「
海
外
移
民
法
案
」
の
議
題
の
も
と
「
外
務
大
臣
」
役
を
担
当
。

　

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
五
日
の
三
高
一
高
連
合
演
説
会
に
お
い
て

「
頑
迷
な
る
凡
て
の
旧
道
徳
の
偶
像
を
破
壊*26

」す
る
必
要
を
説
い
た「
人
間
教
」

と
題
す
る
演
説
。

　

三
年
生
と
な
っ
た
九
月
一
一
日
の
校
風
自
由
演
説
会
で
「
校
風
の
宣
言
」

と
「
閉
会
の
辞
」
を
担
当
。

　

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
「
衆
議
院
議
員
選
挙

法
改
正
案
」「
一
年
兵
役
案
」「
海
軍
拡
張
案
」
を
議
案
と
す
る
「
擬
国
会
」

に
て
「
立
憲
帝
国
党
内
閣
」
の
「
外
務
大
臣
」
を
担
当
。

　

二
月
二
〇
日
の
関
西
連
合
演
説
会
で
「
感
激
の
生
活
」
と
題
し
た
演
説
。

　

そ
し
て
、『
部
史
』
に
記
載
は
な
い
が
、
赤
松
の
「
自
筆
ノ
ー
ト
」（
日
付

不
詳
）
に
は
五
月
二
二
日
送
別
演
説
会
開
催
（
出
演
者
一
八
名
、
会
食
者

一
五
名
）の
記
述
が
あ
り
、こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
三
高
最
後
の
演
説
会
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る（
演
題
は
不
明
）。
と
も
あ
れ
、「
擬
国
会
」で
は
も
っ
ぱ
ら「
外

務
大
臣
」
と
い
う
権
力
側
の
役
を
務
め
て
は
い
た
も
の
の
、
彼
は
民
衆
政
治

家
へ
の
夢
を
抱
き
つ
つ
精
力
的
に
弁
論
活
動
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。

三　

信
念
の
追
求

　

と
こ
ろ
で
、
三
高
弁
論
部
は
部
員
に
よ
る
弁
論
活
動
の
ほ
か
に
、
部
活
動

の
一
環
と
し
て
言
論
人
や
政
治
家
な
ど
を
招
い
て
の
「
名
士
招
待
講
演
会
」

を
不
定
期
な
が
ら
も
開
催
し
て
い
た
。
赤
松
が
三
年
に
在
学
し
て
い
た

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
九
月
二
六
日
に
大
阪
朝
日
新
聞
記
者
の
長
谷
川
如

是
閑
、
一
一
月
七
日
に
は
第
二
次
・
第
三
次
の
桂
内
閣
で
逓
相
兼
鉄
道
院
総

裁
な
ど
を
務
め
た
「
官
僚
系
の
政
治
家
」
で
あ
る
後
藤
新
平
が
来
校
し
、
そ

れ
ぞ
れ
一
場
の
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
講
演
会
は
部
員
た
ち
に

と
っ
て
、見
識
を
高
め
、演
説
技
術
を
磨
く
た
め
の
一
つ
の
学
び
の
場
と
な
っ
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た
。
赤
松
も
話
を
聞
い
て
い
た
よ
う
で
、
特
に
後
藤
の
演
説
に
つ
い
て
後
年

次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

「
そ
の
時
僕
は
実
に
ウ
マ
イ
も
の
だ
と
思
つ
た
。
大
し
た
雄
弁
で
も
な

け
れ
ば
、
ま
た
其
の
内
容
が
充
実
し
て
居
る
と
い
ふ
訳
で
も
な
い
。
併

し
豪
放
な
そ
し
て
軽
妙
な
調
子
で
以
て
、
聴
衆
を
ス
ツ
カ
リ
呑
ん
で
し

ま
つ
て
、
聴
衆
は
自
在
に
翻
弄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
僕
は
其
の
後

で
友
人
と
斯
う
語
り
合
つ
た
の
を
覚
え
て
居
る
。「
ア
ン
ナ
男
に
一
人

〳
〵
口
説
か
れ
た
日
に
は
全
く
敵
は
な
い
ね
」
僕
は
其
の
時
、
所
謂
一

流
の
政
治
家
と
い
ふ
連
中
は
、
非
凡
な
人
間
籠
絡
術
を
心
得
て
居
る
も

の
だ
と
つ
く
〴
〵
感
じ
た
の
で
あ
つ
た*27

。」

　

後
藤
の
弁
舌
は
聴
衆
の
心
を
つ
か
む
に
秀
で
た
点
で
刮
目
に
値
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
彼
の
演
説
を
通
し
て
、
赤
松
は
「
人
間
籠
絡
術
」
と
し
て
の
演

説
技
巧
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
他
方
で
、「
其
の
内
容
が
充
実
し
て
居
る
と
い
ふ
訳
で
も
な
い
」
後
藤

の
演
説
に
赤
松
は
飽
き
足
り
な
さ
を
感
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
演
説
内

容
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
藤
は
政
治
家
と
し
て
自
ら
の
政
治
信
条
や
思
想
を

語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
赤
松
は
後
に
後
藤
の
思
想
の

不
明
瞭
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
東
京
市
長
と
な
っ
た
後
藤
（
一
九
二
〇
年

一
二
月
―
二
三
年
四
月
在
職
）
を
評
し
て
い
わ
く
、「
彼
は
随
分
駄
法
螺
も
吹

く
が
、
時
に
は
固
陋
な
官
僚
畑
の
育
ち
と
は
思
は
れ
な
い
斬
新
警
抜
な
意
見

を
吐
く
こ
と
が
あ
る
。
…
…
彼
は
政
界
の
人
気
男
で
は
あ
る
が
、
彼
が
如
何

な
る
政
治
思
想
を
抱
い
て
居
る
か
、
僕
は
知
ら
な
い
。
…
…
彼
は
或
は
偉
大

な
る
オ
ポ
チ
ユ
ニ
ス
ト
か
も
知
れ
な
い*28

」、と
。
話
術
の
巧
み
さ
と
は
裏
腹
に
、

自
己
の
思
想
を
明
確
に
示
さ
な
い
後
藤
の
演
説
は
、
民
衆
政
治
の
理
念
を
強

く
抱
く
赤
松
に
と
っ
て
は
、
違
和
感
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
自
ら
の
思
想
に
裏
づ
け
ら
れ
た
政
治
信
念
を
提
示
す
る
点
に
こ
そ
、

彼
は
政
治
家
の
価
値
を
見
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

赤
松
の
残
し
た
自
筆
ノ
ー
ト
に
は
、
三
高
生
活
の
記
録
や
自
作
の
和
歌
、

思
索
の
跡
な
ど
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
も
信
念
を
貫
く
生

き
方
へ
の
共
感
を
窺
わ
せ
る
文
章
が
見
ら
れ
る
。
卒
業
を
控
え
た
一
九
一
五

（
大
正
四
）
年
六
月
一
〇
日
付
の
ノ
ー
ト
に
は
こ
う
あ
る
。

「
歴
史
を
学
ん
で
痛
切
に
感
ず
る
事
実
は
、
偉
勲
あ
る
傑
士
が
多
く
不

遇
に
終
る
事
で
あ
る
。
彼
の
功
績
に
対
し
て
報
酬
が
与
へ
ら
れ
な
い
。

時
に
は
仇
を
以
て
報
い
ら
れ
る
。
而
し
て
彼
の
功
績
を
遂
行
す
る
そ
の

経
路
が
決
し
て
快
感
を
彼
に
与
へ
ず
む
し
ろ
、
苦
痛
を
与
へ
る
事
で
あ

る
。
彼
の
功
績
や
人
格
の
真
価
は
彼
の
死
後
認
め
ら
れ
、
後
世
の
公
平

な
る
人
間
等
が
彼
を
讃
美
し
崇
敬
す
る
。
彼
の
人
生
の
行
路
が
後
世
か

ら
美
化
さ
れ
浄
化
さ
れ
る
。
彼
は
自
己
一
人
で
ま
た
自
己
を
理
解
し
同

情
す
る
少
数
の
友
人
と
共
に
、
自
己
の
功
績
を
明
か
に
認
識
し
、
自
己

の
人
生
の
偉
大
な
る
事
を
承
認
し
て
、
そ
の
快
感
に
満
足
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
彼
が
自
己
の
行
動
を
享
楽
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
彼
は
彼
の
生
活
を

芸
術
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

　

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
偉
勲
あ
る
傑
士
」
の
生
き
ざ
ま
へ
の
共
鳴

で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
父
母
の
反
骨
精
神
と
も
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。
ま
た
自
己
の
行
動
に
対
す
る
不
寛
容
の
甘
受
と
死
後
の
評
価
へ
の

期
待
、
そ
の
こ
と
は
後
の
日
中
戦
争
下
に
行
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
反
軍
演
説

（
一
九
四
〇
年
二
月
二
日
）
へ
の
懲
罰
に
よ
っ
て
衆
議
院
を
除
名
さ
れ
た
民

政
党
代
議
士
斎
藤
隆
夫*29

の
漢
詩
、「
吾
が
言
は
即
ち
是
れ
万
人
の
声　

褒
貶
毀

誉
は
世
評
に
委
す　

請
う
百
年
青
史
の
上
を
看
る
こ
と
を　

正
邪
曲
直
自
ず

か
ら
分
明
」（
読
み
下
し
文
）
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
こ
に
共
通
す
る
の
は
、
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強
い
信
念
に
支
え
ら
れ
た
自
己
の
行
動
へ
の
確
信
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
民
衆
政
治
実
現
の
信
念
を
胸
に
赤
松
は
「
わ
が
生
の
花
や
か
な

る
」
三
高
生
活
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年

九
月
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
へ
進
学
、
そ
こ
は
政
治
を
志
す
彼
に

と
り
新
た
な
飛
躍
の
舞
台
と
な
っ
て
い
く
。

（
注
）

*1　

長
男
智
城
は
京
都
帝
国
大
学
で
イ
ン
ド
哲
学
を
専
攻
し
文
学
博
士
、
京
城
帝
国
大

学
教
授
、
次
男
信
麿
は
京
都
帝
国
大
学
で
癌
研
究
に
従
事
し
医
学
博
士
、
長
崎
医
科

大
学
教
授
と
な
る
も
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
て
客
死
、
三
男
義
麿
は

東
京
帝
国
大
学
で
美
学
を
専
攻
し
洋
画
家
、
金
沢
高
等
工
業
学
校
教
授
、
妹
常
子
は

日
本
労
働
総
同
盟
婦
人
部
主
任
、
戦
後
日
本
社
会
党
参
議
院
議
員
、
後
に
民
社
党
参
加
、

五
男
五
百
麿
は
京
都
帝
国
大
学
に
て
河
上
肇
門
下
、
労
働
農
民
党
に
参
加
、
和
歌
山

高
等
商
業
学
校
教
授
、
六
男
廉
麿
は
京
都
の
中
学
を
卒
業
後
上
京
、
哲
学
の
勉
学
に

励
む
（
野
口
義
明
『
無
産
運
動
総
闘
士
伝
』
社
会
思
想
研
究
所
、
一
九
三
一
年
、
四

―
五
頁
お
よ
び
全
繊
同
盟
教
宣
部
編
『
道
絶
え
ず
―
赤
松
常
子
、
そ
の
人
と
あ
し
あ

と
―
』
全
繊
同
盟
教
宣
部
、
一
九
六
四
年
、
二
―
三
頁
を
参
照
）。

*2　

赤
松
克
麿
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
父
」（『
ワ
ー
ル
ド
』
一
九
二
七
年
五
月
）
一
八
六
頁
。

*3　

同
右
、
一
八
六
―
一
八
七
頁
。

*4　

少
・
青
年
期
に
お
け
る
社
会
問
題
に
対
す
る
赤
松
の
関
心
に
つ
い
て
は
、ジ
ョ
ー
ジ
・

Ｏ
・
ト
ッ
テ
ン「
政
治
活
動
家
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
赤
松
克
麿
」拙
訳（『
琉

大
法
学
』
第
四
九
号
、
一
九
九
二
年
九
月
）
二
六
―
三
四
頁
を
参
照
。

*5　

赤
松
、
前
掲
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
父
」
一
八
七
頁
。

*6　

赤
松
克
麿
「
祖
父
連
城
を
語
る
」（『
現
代
仏
教
』
一
九
三
三
年
七
月
）
六
五
八
頁
。

*7　
「
上
富
士
前
だ
よ
り
」（『
ナ
ロ
オ
ド
』
一
九
二
一
年
九
月
）
一
六
頁
。

*8　

赤
松
、
前
掲
「
祖
父
連
城
を
語
る
」
六
五
八
頁
。

*9　

野
口
、
前
掲
書
、
五
頁
。
た
だ
、
当
時
赤
松
の
同
級
生
で
あ
っ
た
荘
原
達
は
、
戦

後
赤
松
へ
の
追
悼
文
の
な
か
で
赤
松
退
学
の
経
緯
に
触
れ
て
い
る
が
、そ
こ
で
は
「
前

校
長
の
死
後
、
新
校
長
が
赴
任
し
た
が
、
統
率
の
才
な
く
、
校
規
は
紊
れ
、
下
士
官

あ
が
り
の
体
操
教
師
が
、
生
徒
の
お
目
付
役
と
な
り
、
情
実
が
全
校
を
支
配
し
た
。

こ
れ
に
憤
激
し
た
赤
松
君
は
、
教
師
排
斥
の
急
先
鋒
と
な
つ
た
が
、
と
う
と
う
学
校

当
局
の
忌
違

（
マ
マ
）に

触
れ
、自
発
的
に
退
校
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」（
荘
原
達
「
わ

が
終
生
の
友
赤
松
君
」『
日
本
及
日
本
人
』
一
九
五
六
年
二
月
、
四
八
頁
）
と
書
か
れ

て
お
り
、
体
操
教
師
排
斥
運
動
が
赤
松
退
学
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
野
口
、

上
掲
書
の
「
荘
原
達
」
の
項
目
に
、
赤
松
の
退
学
の
翌
年
、
荘
原
が
「
五
年
の
時
、

体
操
教
師
の
収
賄
事
件
を
暴
露
し
て
そ
の
更
迭
を
迫
り
、
校
長
を
講
堂
に
引
張
り
出

し
て
詰
問
立
往
生
せ
し
め
た
事
か
ら
、
卒
業
試
験
中
に
停
学
処
分
を
受
け
た
事
も
あ

つ
た
」（
一
四
五
頁
）
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
荘
原
の
記
憶
は

自
身
の
停
学
理
由
と
赤
松
の
退
学
理
由
を
混
同
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
騒

動
の
顛
末
に
つ
い
て
赤
松
自
ら
が
語
っ
た
も
の
が
見
当
た
ら
ず
実
相
は
不
明
。

*10　

荘
原
、
前
掲
、
四
八
―
四
九
頁
。

*11　

赤
松
、
前
掲
「
祖
父
連
城
を
語
る
」
六
五
五
頁
。

*12　

Ｈ
・
ス
ミ
ス
『
新
人
会
の
研
究
―
日
本
学
生
運
動
の
源
流
―
』
松
尾
尊
兊
・
森
史

子
訳
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
四
二
―
四
三
頁
。

*13　

赤
松
克
麿
「
私
の
雄
弁
修
業
時
代
」（『
雄
弁
』
一
九
三
九
年
一
一
月
）
一
〇
八
頁
。

*14　

同
右
、
一
一
〇
頁
。

*15　
『
第
三
高
等
学
校
弁
論
部
部
史
』（
第
三
高
等
学
校
弁
論
部
、
一
九
三
五
年
）

一
一
二
頁
。

*16　

尾
崎
行
雄
『
咢
堂
回
顧
録
』
下
巻
（
雄
鶏
社
、
一
九
五
二
年
）
八
八
頁
。

*17　

前
掲
『
第
三
高
等
学
校
弁
論
部
部
史
』
一
一
三
頁
。

*18　

赤
松
、
前
掲
「
私
の
雄
弁
修
業
時
代
」
一
一
〇
頁
。

*19　

末
川
博
『
彼
の
歩
ん
だ
道
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
一
四
九
―
一
五
〇
頁
。

*20　
『
赤
松
克
麿
関
係
資
料
１　

日
記
類
』
早
稲
田
大
学
戸
山
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
Ｍ
Ｆ
44
―
１
（「
ノ
ー
ト
№
１
」
一
九
一
五
年
一
月
〔
日
不
詳
〕
の
項
）。
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ち
な
み
に
、
出
生
か
ら
中
学
時
代
は
「
華
想
歓
楽
期
（
明
治
二
十
七
年
ヨ
リ
大
正
元

年
夏
マ
デ
）」、三
高
一
年
は
「
頽
廃
荒
寥
期
（
大
正
元
年
秋
ヨ
リ
大
正
二
年
夏
マ
デ
）」、

三
高
三
年
は
「
努
力
的
華
想
期
（
三
年
秋
ヨ
リ
）」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　

な
お
、『
赤
松
克
麿
関
係
資
料
』
は
赤
松
の
自
筆
ノ
ー
ト
二
六
冊
お
よ
び
原
稿
八
本

そ
の
他
か
ら
な
り
、「
日
記
類
」「
ノ
ー
ト
類
」「
原
稿
類
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

*21　

宮
崎
龍
介「
新
人
会
と
若
き
日
の
克
麿
君
」（『
日
本
及
日
本
人
』一
九
五
六
年
三
月
）

四
八
頁
。

*22　

前
掲
『
赤
松
克
麿
関
係
資
料
１　

日
記
類
』（「
ノ
ー
ト
№
１
」
一
九
一
五
年
六
月

一
〇
日
の
項
）。

*23　

平
貞
蔵
「
赤
松
君
の
思
想
」（『
日
本
及
日
本
人
』
一
九
五
六
年
三
月
）
五
二
頁
。

*24　

玉
井
清
「
赤
松
克
麿
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
観
」（『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
論
文
集
』
第
一
九
号
、
一
九
八
三
年
）
一
九
七
頁
を
参
照
。

*25　

前
掲
『
第
三
高
等
学
校
弁
論
部
部
史
』
一
一
九
頁
。

*26　

同
右
、
一
二
〇
頁
。

*27　

赤
松
克
麿
「
芝
居
の
打
て
る
政
治
家
」（『
解
放
』
一
九
二
三
年
一
月
）
二
九
二
頁
。

*28　

同
右
、
二
九
二
―
二
九
三
頁
。

*29　

斎
藤
隆
夫
『
回
顧
七
十
年
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
）
一
五
〇
―
一
五
八
頁

参
照
。
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